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はじめに

『Logical Domains 1.2リリースノート』には、今回のリリースの変更点、サポートさ
れるプラットフォーム、必要なソフトウェアとパッチの一覧、Logical Domains
(LDoms) 1.2ソフトウェアに影響するバグなど、今回のリリースのソフトウェアに関
する情報が含まれます。

関連マニュアル
次の表に、LDoms 1.2リリースで利用できるマニュアルを示します。これらのマ
ニュアルは、特に記載がないかぎり、HTML形式と PDF形式で利用できます。

表P–1 関連マニュアル

用途 タイトル Part No.

LDoms 1.2ソフトウェア 『Logical Domains 1.2管理ガイド』

『Logical Domains 1.2リリースノート』

『Logical Domains 1.2リファレンスマニュア
ル』
Solaris 10 Reference Manual Collection
■ drd(1M)マニュアルページ
■ vntsd(1M)マニュアルページ

821-0424

821-0425

821-0426

LDomsソフトウェアの基本 『Beginners Guide to LDoms: Understanding and
Deploying Logical Domains』(PDF)

820-0832

LDoms管理情報ベース (MIB) 『Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1
Administration Guide』

『Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1 Release
Notes』

820-3456-10

820-3462-10

Solaris OS:インストールと構成 Solaris 10 5/09 Release and Installation Collection なし

5

http://docs.sun.com/doc/821-0424
http://docs.sun.com/doc/821-0425
http://docs.sun.com/doc/821-0426
http://docs.sun.com/doc/821-0426
http://docs.sun.com/app/docs/coll/40.10
http://docs.sun.com/doc/816-5166
http://docs.sun.com/doc/816-5166
http://www.sun.com/blueprints/0207/820-0832.html
http://www.sun.com/blueprints/0207/820-0832.html
http://docs.sun.com/doc/820-2319-10
http://docs.sun.com/doc/820-2319-10
http://docs.sun.com/doc/820-2320-10
http://docs.sun.com/doc/820-2320-10
http://docs.sun.com/app/docs/coll/1236.10


表 P–1 関連マニュアル (続き)
用途 タイトル Part No.

Solaris OS:セキュリティー 『Solaris Security Toolkit 4.2 Administration
Guide』

『Solaris Security Toolkit 4.2 Reference Manual』

『Solaris Security Toolkit 4.2 Release Notes』

『Solaris Security Toolkit 4.2 Man Page Guide』

819-3789-10

819-3793-10

819-3796-10

819-3794-10

使用しているサーバー、ソフトウェア、または SolarisTM OSに関連するマニュアル
は、http://docs.sun.comで参照できます。必要なマニュアルや情報を検索するに
は、「Search」ボックスを使用します。

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしており
ます。コメントは http://www.sun.com/hwdocs/feedbackよりお送りください。

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No.を記載してくださ
い。『Logical Domains 1.2リリースノート』、Part No. 821-0425-11

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次の追加リソースに関する情報を提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

はじめに
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表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力を示しま
す。

.loginファイルを編集します。

ls-aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 可変部分:実際に使用する特定の名前また
は値で置き換えます。

ファイルを削除するコマンド
は、rm filenameです。

AaBbCc123 書名、新規単語、強調する単語を示しま
す。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されたコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:一部の強調された項目はオン
ラインでは太字で表示されま
す。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Cシェル、Bourneシェル、およびKornシェルのデフォルトのUNIX®シス
テムプロンプトおよびスーパーユーザーのプロンプトを示します。

表P–3 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

スーパーユーザーのCシェル machine_name#

BourneシェルとKornシェル $

スーパーユーザーの BourneシェルとKorn
シェル

#

はじめに
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Logical Domains 1.2リリースノート

このリリースノートでは、今回のリリースの変更点、サポートされるプラット
フォームのリスト、必要なソフトウェアとパッチの一覧、およびその他の関連情報
について説明します。また、Logical Domains (LDoms) 1.2ソフトウェアに影響するバ
グについても説明します。

注 – Logical Domains 1.2ソフトウェアは、OpenSolaris 2009.06リリース以降の
OpenSolarisTM OSでサポートされています。Logical Domains 1.2のドキュメントで
は、Solaris 10 OSでの Logical Domainsの使用法を中心に説明します。Logical Domains
は、Solaris 10 OSとOpenSolaris OSの両方で同じ機能を使用できます。ただ
し、OpenSolaris OSで Logical Domainsを使用する場合には、わずかに異なる点がある
ことがあります。OpenSolaris OSについては、OpenSolaris Information Centerを参照し
てください。

このリリースの新機能
今回のリリースの LDoms 1.2ソフトウェアの主な変更点は、次のとおりです。

■ CPU Power Managementのサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「CPU
Power Managementソフトウェアの使用」を参照してください。

■ ジャンボフレームのサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「ジャンボフ
レームの構成」を参照してください。

■ 制御ドメインへの遅延再構成処理の制限。『Logical Domains 1.2管理ガイ
ド』の「遅延再構成」を参照してください。

■ ドメインの依存関係の構成のサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「ド
メインの依存関係の構成」を参照してください。

■ 構成の自動回復のサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「Logical
Domains構成の管理」を参照してください。

1第 1 章
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■ 同じバックエンドの複数回のエクスポートのサポート。『Logical Domains 1.2管理
ガイド』の「仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする」を参照して
ください。

■ LDMDの検出をサポートするAPI。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の付録
B「Logical Domains Managerの検出」を参照してください。

■ Physical-to-Virtual移行ツールのサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の付
録C「Logical Domains Physical-to-Virtual移行ツール」を参照してください。

■ Configuration Assistantツールのサポート。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の付
録D「Logical Domains Configuration Assistant」を参照してください。

■ バグの修正

前のバージョンの Logical Domainsソフトウェアに追加された機能について
は、「What's New in Logical Domains Software」wiki (http://wikis.sun.com/
display/SolarisLogicalDomains/What%27s+New+in+Logical+Domains+Software)を参照
してください。

システム要件
この節では、LDomsソフトウェアを実行するためのシステム要件について説明しま
す。

サポートされるプラットフォーム
Logical Domains Manager 1.2ソフトウェアは、次のプラットフォームでサポートされ
ています。

■ UltraSPARC® T2 Plusベースのサーバー
■ Sun SPARC Enterprise® T5140およびT5240サーバー。『Sun SPARC Enterprise

T5140およびT5240サーバアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

■ Sun SPARC Enterprise T5440サーバー。『Sun SPARC Enterprise T5440サーバアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。

■ Sun BladeTM T6340サーバーモジュール。『Sun Blade T6340 Server Module Product
Notes』を参照してください。

■ NetraTM T5440サーバー。『Sun Netra T5440 Server Product Notes』を参照してく
ださい。

■ UltraSPARC T2ベースのサーバー
■ Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバー。『Sun SPARC Enterprise

T5120およびT5220サーバアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

システム要件
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■ Sun Blade T6320サーバーモジュール。『Sun Blade T6320 Server Module Product
Notes』を参照してください。

■ Netra CP3260ブレード。『Netra CP3260 Board Product Notes』を参照してくださ
い。

■ Netra T5220サーバー。『Sun Netra T5220 Server Product Notes』を参照してくだ
さい。

■ UltraSPARC T1ベースのサーバー
■ Sun FireTMまたは Sun SPARC Enterprise T1000サーバー。『Sun Fire T1000
サーバー管理マニュアル』または『Sun SPARC Enterprise T1000サーバアドミニ
ストレーションガイド』を参照してください。

■ Sun Fireまたは Sun SPARC Enterprise T2000サーバー。『Sun Fire T2000　
サーバー管理マニュアル』または『Sun SPARC Enterprise T2000サーバアドミニ
ストレーションガイド』を参照してください。

■ Netra T2000サーバー。『Netra T2000サーバー管理マニュアル』を参照してく
ださい。

■ Netra CP3060ブレード。『Netra CP3060 Board Product Notes』を参照してくださ
い。

■ Sun Blade T6300サーバーモジュール。『Sun Blade T6300サーバーモジュール管
理マニュアル』を参照してください。

必須のソフトウェアとパッチ
この節では、LDoms 1.2ソフトウェアを使用するための必須のソフトウェアとパッチ
を示します。

必須および推奨される Solaris OS
LDoms 1.2ソフトウェアのすべての機能を使用するには、すべてのドメインに少なく
とも Solaris 10 5/09 OSと同等のオペレーティングシステムをインストールするように
してください。次のいずれかの新規インストールまたはアップグレードを行うこと
ができます。

■ OpenSolaris 2009.06 OS
■ Solaris 05 10/09 OS
■ パッチ ID 139555-08が適用された Solaris 10 10/08 OS
■ パッチ ID 139555-08が適用された Solaris 10 5/08 OS
■ パッチ ID 139555-08が適用された Solaris 10 8/07 OS
■ パッチ ID 139555-08が適用された Solaris 10 11/06 OS

システム要件
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注 – Logical Domains 1.2ソフトウェアは、OpenSolaris 2009.06リリース以降の
OpenSolaris OSでサポートされています。Logical Domains 1.2のドキュメントで
は、Solaris 10 OSでの Logical Domainsの使用法を中心に説明します。Solaris 10 OSと
OpenSolaris OSの両方で、Logical Domainsの同じ機能を使用できます。ただ
し、OpenSolaris OSで Logical Domainsを使用する場合、わずかに異なる点があること
があります。OpenSolaris OSについては、OpenSolaris Information Centerを参照してく
ださい。

Solaris 10 5/09の必須パッチ
LDoms 1.2ソフトウェアを使用するために必要な Solaris 10 5/09のパッチを次に示しま
す。Xは、その特定の種類のドメインにパッチをインストールする必要があるかど
うか示しています。ただし、パッチはすべてのドメインに適用できます。

注 –このパッチリストには、最低限必要なパッチバージョンが示されています。同じ
パッチのあとのバージョンをインストールすることもできます。

表 1–1 Solaris 10 5/09の必須パッチとパッチが必要なドメイン

パッチ ID 制御ドメイン サービス -I/Oドメイン ゲストドメイン

141778-02 (コンソール vntsd) X

139983-04 (ドメインサービス) X

LDoms 1.2の機能を有効にするために必要なソフトウェア
次の表に、すべての LDoms 1.2の機能を有効にするために必要なソフトウェアの一覧
を示します。

表 1–2 LDoms 1.2の機能を有効にするために必要なソフトウェア

サポートされるサーバー
システムファーム
ウェア Solaris OS

UltraSPARC T2 Plusベースのサーバー 7.2.2 11ページの「必須および推奨され
る Solaris OS」の構成のいずれか

UltraSPARC T2ベースのサーバー 7.2.2 11ページの「必須および推奨され
る Solaris OS」の構成のいずれか

UltraSPARC T1ベースのサーバー 6.7.4 11ページの「必須および推奨され
る Solaris OS」の構成のいずれか

システム要件
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ソフトウェアの最小要件のバージョン
LDoms 1.2ソフトウェアは、以前のバージョンのその他のソフトウェアコンポーネン
トとともに実行することが可能です。たとえば、1台のマシンのさまざまなドメイン
上で異なるバージョンの Solaris OSを動作させることができます。Logical Domains 1.2
のすべての機能を使用するには、使用している論理ドメインが、Solaris 10 5/09およ
び表 1–1に示すパッチを実行していることを確認してください。同じシステム上の
各論理ドメインでは、異なるOSリリースを実行できます。前のバージョンのOSを
実行しているドメインでは、Logical Domains 1.2の一部の機能を使用できない場合が
あります。ただし、代替アップグレード方針として、制御ドメインとサービスドメ
インを Solaris 10 5/09および表 1–1に示すパッチにアップグレードし、ゲストドメイ
ンは既存のパッチレベルで実行し続けることもできます。

次の表に、必須ソフトウェアの最小要件のバージョンを示します。LDoms 1.2
パッケージ SUNWldmは、少なくとも次のバージョンのソフトウェアを実行するシステ
ムに適用できます。ソフトウェアの最小要件のバージョンは、プラットフォームに
固有であり、マシンのCPUの要件に応じて異なります。特定のCPUタイプに対して
最小要件となる Solaris OSのバージョンは、すべてのドメインタイプ (制御、サービ
ス、I/O、およびゲスト)に適用されます。

表 1–3 ソフトウェアの最小要件のバージョン

サポートされるサーバー
システム
ファームウェア Solaris OS

UltraSPARC T2 Plusベースの
サーバー

7.1.x ID 127111-08以降のパッチが適用された
Solaris 10 8/07

UltraSPARC T2ベースのサーバー 7.1.x Solaris 10 8/07

UltraSPARC T1ベースのサーバー 6.6.x ID 124921-02、ID 125043-01、およびKU
118833-36以降のパッチが適用された Solaris
10 11/06

システムファームウェアの必須パッチ
Logical Domains 1.2のすべての機能を使用するには、使用しているサーバーが、少な
くとも次に示すシステムファームウェアのパッチバージョンを実行していることを
確認してください。

139434-03 Sun Fireおよび Sun SPARC Enterprise T2000サーバー

139435-03 Sun Fireおよび Sun SPARC Enterprise T1000サーバー

139436-02 Netra T2000サーバー

139437-02 Netra CP3060ブレード

139438-03 Sun Blade T6300サーバーモジュール

139439-04 Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバー

システム要件
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139440-03 Sun Blade T6320サーバーモジュール

139442-06 Netra T5220サーバー

139444-03 Sun SPARC Enterprise T5140およびT5240サーバー

139445-04 Netra T5440サーバー

139446-03 Sun SPARC Enterprise T5440サーバー

139448-02 Sun Blade T6340サーバーモジュール

LDoms 1.2ソフトウェアの場所
ダウンロードする LDoms 1.2ソフトウェアは、http://www.sun.com/ldomsで入手でき
ます。

ダウンロードした LDoms_Manager-2_1.zipファイルには次のものが含まれています。

■ Logical Domains Manager 1.2ソフトウェア (SUNWldm.v)
■ ldm(1M)マニュアルページは SUNWldm.vパッケージに含まれています。この
パッケージをインストールすると、マニュアルページもインストールされます。

■ Logical Domains Manager 1.2ソフトウェアと Solaris Security Toolkitのインストール
スクリプト (install-ldm)

■ Solaris Security Toolkit (SUNWjass)
■ Logical Domains Management Information Base (SUNWldmib.v)
■ Physical to Virtual移行ツール (SUNWldmp2v)
■ Configuration Assistant GUI (Configurator.jar)

zipファイルのディレクトリ構造は次のようになります。

LDoms_Manager-1_2/

Install/

install-ldm

Legal/

819-0764-10_SLA_Multi.pdf

LDoms_1.2_DistributionREADME.txt

LDoms_1.2_SLA&Entitlement(11June2009).txt

Ldoms_MIB_1.0.1_Entitlement.txt

Ldoms_MIB_1.0.1_SLA_Entitlement.txt

Ldoms_MIB_1.0.1_TranslatedSLA.pdf

Product/

Configurator/

Configurator.jar

README.GUI

SUNWjass

システム要件
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SUNWldm.v

SUNWldmib.v

SUNWldmp2v

README

パッチの場所
Solaris OSおよびシステムファームウェアの必須パッチは、次の SunSolveSMサイトで
入手できます。

http://sunsolve.sun.com

ドキュメントの場所
『Logical Domains 1.2管理ガイド』と『Logical Domains 1.2リリースノート』は、次の
Webサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/ldoms

次の Sun Logical Domains Wikiには、LDomsソフトウェアを配備するためのベストプ
ラクティス、ガイドライン、および推奨事項が記載されています。

http://wikis.sun.com/display/SolarisLogicalDomains/Home

『Beginners Guide to LDoms: Understanding and Deploying Logical Domains』を参照する
と、Logical Domainsソフトウェアの概要を理解することができます。ただし、この
ガイドの詳細は、厳密には 1.0ソフトウェアリリースに適用されるもので、LDoms
1.2ソフトウェアに対しては有効ではありません。このガイドは、次の Sun
BluePrintsTMのサイトで入手できます。

http://www.sun.com/blueprints/0207/820-0832.html

関連ソフトウェア
この節では、LDomsソフトウェアに関連するソフトウェアについて説明します。

推奨される追加のソフトウェア
Solaris Security Toolkit 4.2ソフトウェアを使用すると、制御ドメインやその他のドメ
インで Solaris OSをセキュリティー保護することができます。詳細は『Solaris Security
Toolkit 4.2 Administration Guide』および『Solaris Security Toolkit 4.2 Reference Manual』
を参照してください。

関連ソフトウェア
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Logical Domains 1.2ソフトウェアは、セキュリティーサービスを提供する Solaris
Security Toolkit (SST)バージョン 4.2とバンドルされて提供されます。Sunは、Logical
Domainsの次回のリリース以降、Logical Domainsソフトウェアバンドルから SSTを削
除することを計画しています。

ただし、Logical Domainsシステムを強化するために、新しいバージョンの SSTを引
き続きダウンロードして使用できます。SST 5.0は、Solaris 10 OSおよびOpenSolaris
OSで使用できます。このプロジェクトに関する情報およびソースコードについて
は、http://opensolaris.org/os/project/sst/のプロジェクトページを参照してくだ
さい。

オプションのソフトウェア
Logical Domains Management Information Base (MIB)ソフトウェアは、Sun以外のア
プリケーションを使用して遠隔監視やいくつかの制御操作を実行する場合に役立ち
ます。詳細は『Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1 Administration Guide』および
『Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1 Release Notes』を参照してください。

注 – LDomsソフトウェア用の LDoms MIBソフトウェアは、LDoms 1.0.1以降のソフト
ウェアとともに動作します。

Logical Domains Managerとともに使用できるソフ
トウェア
この節では、Logical Domainsソフトウェアと互換性があり、Logical Domainsソフト
ウェアとともに使用できるソフトウェアについて説明します。使用している
バージョンの LDomsソフトウェアおよびプラットフォームで使用可能なソフト
ウェアのバージョン番号を、そのソフトウェアのドキュメントまたは使用している
プラットフォームのドキュメントで必ず確認してください。

■ SunVTS機能は、特定の LDomsソフトウェアリリースおよび特定のプラット
フォーム上の制御ドメインとゲストドメインで使用可能です。SunVTSTM (Sun
Validation Test Suite)は、Sunサーバーの大部分のハードウェアコントローラとデ
バイスの接続性および適切な機能を確認することによって、Sunのハードウェア
のテストおよび検証を行う包括的な診断ツールを提供します。SunVTSの詳細
は、『SunVTS 5.0ユーザーマニュアル』 (http://dlc.sun.com/pdf/816-4633-10/
816-4633-10.pdf)を参照してください。

■ Sun Management Center 4.0アドオンソフトウェアは、Logical Domains Managerソ
フトウェアが有効になっている制御ドメインでのみ使用できます。Sun
Management Centerは、オープンで拡張可能なシステム監視および管理ソ
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リューションです。このソフトウェアは、JavaTM Runtime Environmentと一種の
SNMP (ネットワーク管理用プロトコルの一種。Simple Network Management
Protocolの略)を使用することで、Sun製品とそのサブシステム、コンポーネン
ト、および周辺デバイスの総合的で包括的な管理を企業規模で行うことができま
す。Sun Center環境内のハードウェア監視のサポートは、適切なハードウェア
サーバーモジュールのアドオンソフトウェアを使用して、ハードウェア構成およ
び障害の報告に関する情報を Sun Management Centerの管理サーバーとコンソール
に提供することで実現されます。サポートされるサーバーでの Sun Management
Center 4.0の使用法に関する詳細は、『Sun Management Center 4.0 Release Notes
』を参照してください。

■ Sun Explorer Data Collectorは、Logical Domains Managerソフトウェアが制御ドメ
インで有効になっている場合に使用できます。Sun Explorerは診断データ収集
ツールです。このツールは、シェルスクリプトといくつかのバイナリ実行可能
ファイルで構成されています。Sun Explorer Data Collectorの使用法に関する詳細
は、『Sun Explorer User’s Guide』を参照してください。

■ Solaris Clusterソフトウェアは、LDoms 1.0.2までの Logical Domainsソフトウェア
リリースでは I/Oドメイン上でのみ使用できます。LDoms 1.0.3、1.1、および 1.2
ソフトウェアでは、Solaris Clusterソフトウェアをゲストドメインで使用できます
が、いくつか制限があります。制限および Solaris Clusterソフトウェアの一般的な
概要については、Solaris Clusterのドキュメントを参照してください。

関連ソフトウェア
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Logical Domainsソフトウェアと対話するシステム
コントローラソフトウェア
次のシステムコントローラ (SC)ソフトウェアは、LDoms 1.2ソフトウェアと対話しま
す。

■ Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0ファームウェアは、Sun UltraSPARC T2
ベースのサーバープラットフォームの監視、管理、および設定を行うために使用
できるシステム管理ファームウェアです。ILOMはこれらのプラットフォームに
プリインストールされており、LDomsがサポートされ、Logical Domains Manager
1.2ソフトウェアが有効になっているサーバーの制御ドメインで使用できま
す。ILOMをサポートする Sunのラックマウント型サーバーまたはブレード
サーバーで共通の機能およびタスクについては、『Sun Integrated Lights Out
Manager 3.0ユーザーズガイド』を参照してください。使用しているサーバープ
ラットフォームに固有な ILOMの機能およびタスクについては、ほかの
ユーザーマニュアルに記載されています。ILOMのプラットフォーム固有の情報
は、使用しているシステムに付属のマニュアルセットで参照できます。

■ Advanced Lights Out Manager (ALOM) Chip Multithreading (CMT) Version 1.3ソフ
トウェアは、Logical Domains Manager 1.0.1ソフトウェアが有効になっている
UltraSPARC T1ベースのサーバーの制御ドメインで使用できます。『Logical
Domains 1.2管理ガイド』の「LDomsとALOM CMTの使用」を参照してくださ
い。ALOMシステムコントローラを使用すると、サポートされているCMT
サーバーの管理を遠隔で行うことができます。ALOMを使用すると、ネット
ワークを介して、あるいは端末または端末サーバーに接続されている専用のシリ
アルポートを使用して、サーバーの監視や制御を行うことができます。ALOMが
提供するコマンド行インタフェースを使用すると、地理的に分散しているマシン
または物理的にアクセス不可能なマシンを遠隔から管理できます。ALOM CMT
Version 1.3ソフトウェアの詳細は、『Advanced Lights Out Management (ALOM)
CMT v1.3ガイド』を参照してください。

■ Netra Data Plane Software Suiteは、完全なボード用ソフトウェアパッケージソ
リューションです。このソフトウェアは、Sun CMTプラットフォームのマルチス
トランドパーティション分割ファームウェアの上部に、最適化された開発および
実行環境を迅速に提供します。Logical Domains Managerには、このソフトウェア
とともに使用する ldmサブコマンドとして、add-vdpcs、rm-vdpcs、add-vdpcc、お
よび rm-vdpccがあります。このソフトウェアの詳細は、『Netra Data Plane
Software Suite 2.0 User’s Guide』を参照してください。

関連ソフトウェア

Logical Domains 1.2リリースノート • 2009年 8月18

http://docs.sun.com/doc/821-0424/usingldomswithalomcmt?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-0424/usingldomswithalomcmt?a=view
http://docs.sun.com/doc/820-3362-10
http://docs.sun.com/doc/820-3362-10


既知の問題
この節では、LDoms 1.2ソフトウェアに関する一般的な問題と固有のバグについて説
明します。

一般的な問題
この節では、固有のバグ番号よりも広い範囲で、LDomsソフトウェアの今回のリ
リースに関して一般的に知られている問題について説明します。回避方法がある場
合は、一緒に記載しています。

サービスプロセッサとシステムコントローラは読み替え可能な用
語
Logical Domainsのドキュメントの説明では、サービスプロセッサ (SP)とシステムコ
ントローラ (SC)という用語は同じ意味で使用されます。

サポートされていないカード
次のカードは、LDoms 1.2ソフトウェアリリースではサポートされていません。

■ Sun Dual Port 4x IB Host Channel Adapter PCI-Xカード
■ Dual Port 4x PCI EXPRESS® Infiniband Host Channel Adapter -ロープロファイル

注意 –このようなサポートされていない構成が LDoms 1.2とともに使用されている場
合は、制御ドメインを再起動する前に、すべての論理ドメインを停止してバインド
を解除してください。この操作を行わないと、システム内のアクティブな論理ドメ
インがすべて失われ、システムがクラッシュする可能性があります。

特定の状況で、ゲストドメインの SVM構成またはメタデバイス
が失われることがある
サービスドメインが Solaris 10 5/09より前のバージョンの Solaris 10 OSで動作してお
り、このサービスドメインからゲストドメインに仮想ディスクとして物理ディスク
スライスをエクスポートしている場合、このゲストドメインではその仮想ディスク
が不適切なデバイス IDで表示されます。その後、このサービスドメインを Solaris 10
5/09にアップグレードすると、このゲストドメインでは、仮想ディスクとしてエク
スポートされた物理ディスクスライスはデバイス IDがない状態で表示されます。

仮想ディスクのデバイス IDを削除すると、仮想ディスクのデバイス IDを参照しよ
うとするアプリケーションで問題が発生する可能性があります。特に、これが原因
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で Solaris Volume Manager (SVM)がその構成を確認できなくなったり、メタデバイス
にアクセスできなくなったりする可能性があります。

回避方法:サービスドメインを Solaris 10 5/09にアップグレードしたあとで、ゲストド
メインでその SVM構成またはメタデバイスを確認できない場合は、次の手順を実行
してください。

▼ ゲストドメインの SVM構成またはメタデバイスを確認する

ゲストドメインを起動します。

次の行を /kernel/dr/md.confファイルに追加して、SVMの devid機能を無効にしま
す。
md_devid_destroy=1;

md_keep_repl_state=1;

ゲストドメインを再起動します。

ドメインが起動したあとで、SVM構成とメタデバイスが確認できるようになるはず
です。

SVM構成が正しいことを確認します。

手順 2で追加した 2行を /kernel/drv/md.confファイルから削除して、SVMの devid機
能を再度有効にします。

ゲストドメインを再起動します。

再起動時に次のようなメッセージが表示されます。
NOTICE: mddb: unable to get devid for ’vdc’, 0x10

これらのメッセージは正常で、問題を報告するものではありません。

論理ドメインチャネル (LDC)と論理ドメイン
論理ドメインで使用できる LDCの数には制限があります。UltraSPARC T1ベースの
プラットフォームでは、この制限は 256です。ほかのすべてのプラットフォームで
の制限は 512です。実際には、この制限が問題になるのは制御ドメインのみで
す。これは、制御ドメインには I/Oサブシステムの少なくとも一部が割り当てられて
いるためです。また、仮想 I/Oデータ通信と Logical Domains Managerによるその他の
論理ドメインの制御の両方に対して多数の LDCが作成される可能性があるため、こ
の制限が問題になる場合があります。

1

2

3

4

5

6
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注 –この節では、UltraSPARC T1ベースのプラットフォームを使用した場合の例を示
します。ただし、サポートされるほかのプラットフォームで制限を超えた場合で
も、同じ動作になります。

サービスの追加やドメインのバインドを実行しようとすると LDCチャネルの数が制
御ドメインで制限を超えるため、処理は失敗し、次のようなエラーメッセージが表
示されます。

13 additional LDCs are required on guest primary to meet this request,

but only 9 LDCs are available

次のガイドラインによって、制御ドメインで LDC機能がオーバーフローする可能性
のある構成を作成することを防止できます。

1. 制御ドメインは、ハイパーバイザ、障害管理アーキテクチャー (FMA)、およびシ
ステムコントローラ (SC)とのさまざまな通信用に、12個の LDCを割り当てま
す。これは、構成済みのほかの論理ドメインの数には依存しません。

2. 制御ドメインは、制御ドメイン自身を含む各論理ドメインに対して、制御トラ
フィック用に LDCを 1つ割り当てます。

3. 制御ドメインの各仮想 I/Oサービスは、そのサービスに接続されているクライア
ントごとに LDCを 1つ使用します。

たとえば、制御ドメインが 1つとそれ以外の論理ドメインが 8つある場合について考
えます。各論理ドメインには少なくとも次のものが必要です。

■ 仮想ネットワーク
■ 仮想ディスク
■ 仮想コンソール

前述のガイドラインに従うと、次のような結果になります。丸括弧内の数字は、値
の算出に用いた前述のガイドラインの番号に対応しています。

12 (1)＋ 9 (2)＋ 8 × 3 (3)＝ LDCの合計数 45

次に、ドメインの数が 8ではなく 32で、各ドメインに 3つの仮想ディスク、3つの仮
想ネットワーク、および 1つの仮想コンソールがある場合について考えます。この
場合、数式は次のようになります。

12＋ 33＋ 32 × 7＝ LDCの合計数 269

使用するプラットフォームでサポートされる LDCの数に応じて、Logical Domains
Managerが構成を受け入れるか拒否するかが決まります。
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メモリーサイズの要件
Logical Domainsソフトウェアでは、ドメインの作成時にメモリーサイズの制限があ
りません。メモリーサイズの要件は、ゲストオペレーティングシステム特有のもの
です。Logical Domainsの機能によっては、現在のメモリー容量が推奨サイズより少
ないと動作しない場合があります。メモリーサイズの推奨要件と最小要件について
は、使用しているオペレーティングシステムのインストールガイドを参照してくだ
さい。『Solaris 10 5/09 Installation Guide: Planning for Installation and
Upgrade』の「System Requirements and Recommendations」を参照してください。

OpenBootTM PROMでは、ドメインの最小サイズに関する制限があります。現在、制
限値は 12Mバイトです。このサイズより小さいドメインが存在すると、Logical
Domains Managerはそのドメインのサイズを自動的に 12Mバイトに引き上げま
す。メモリーサイズの要件については、使用しているシステムファームウェアのリ
リースノートを参照してください。

多数のドメインの起動
使用しているプラットフォームに応じて、次の数のドメインを起動できます。

■ UltraSPARC T2 Plusベースサーバーでは最大 128
■ UltraSPARC T2ベースサーバーでは最大 64
■ UltraSPARC T1ベースサーバーでは最大 32

未割り当ての仮想CPUを使用できる場合は、それらをサービスドメインに割り当て
て、仮想 I/O要求の処理に役立てます。32を超えるドメインを作成する場合
は、サービスドメインに 4～ 8個の仮想CPUを割り当ててください。ドメインの最
大構成ではサービスドメインにCPUが 1つしか含まれない場合、ドメインを構成し
て使用する際は、この単一のCPUに余分な負荷を与えないようにします。仮想ス
イッチ (vsw)サービスは、マシンで使用できるネットワークアダプタ全体に接続する
必要があります。たとえば、Sun SPARC Enterprise T5240サーバーで 128のドメインを
起動する場合、4つの vswサービスを作成し、各サービスで 32の仮想ネット (vnet)イ
ンスタンスを処理します。1つの vswサービスで 32を超える vnetインスタンスを処
理しないでください。1つの vswに 32を超えるインスタンスを関連付けると、サービ
スドメインでハードハングが発生する可能性があるためです。

最大構成を実行するには、使用しているプラットフォームに応じて次の容量のメモ
リーをマシンに搭載して、ゲストドメインに適切なメモリー容量を割り当てられる
ようにする必要があります。

■ UltraSPARC T2 Plusベースサーバーでは 128Gバイトのメモリー
■ UltraSPARC T2ベースサーバーでは 64Gバイトのメモリー
■ UltraSPARC T1ベースサーバーでは 32Gバイトのメモリー

ゲストドメインのメモリーおよびスワップ空間の使用率は、そのドメインで使用す
る vswサービスが、複数のドメインで多数の仮想ネットワークにサービスを提供す
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る場合に増加します。これは、vswに接続するすべての vnetの間のピア・ツー・ピア
接続によるものです。サービスドメインでは、追加のメモリーを設定すると役立ち
ます。64を超えるドメインが動作する場合は、4Gバイト以上にすることをお勧めし
ます。10以下のドメインをグループにまとめて起動し、起動が完了するまで待機し
てから次のグループを起動します。この方法は、ドメインにオペレーティングシス
テムをインストールする際にも適用されます。

Logical Domainsシステムの正常な停止と電源の再投入
最後に構成を SCに保存してから構成に変更を加えた場合は、Logical Domainsシステ
ムの電源を切って再投入する前に、保持する必要のある最新の構成を必ず保存して
ください。

▼ アクティブなドメインが複数存在するシステムの電源を切る

I/Oドメイン以外のすべてのドメインを停止して、バインドを解除します。

アクティブな I/Oドメインをすべて停止して、バインドを解除します。

primaryドメインを停止します。

ほかにバインドされているドメインは存在しないため、ファームウェアは自動的に
システムの電源を切ります。

▼ システムの電源を再投入する

I/Oドメイン以外のすべてのドメインを停止して、バインドを解除します。

アクティブな I/Oドメインをすべて停止して、バインドを解除します。

primaryドメインを再起動します。

ほかにバインドされているドメインは存在しないため、システムを再起動する前
に、ファームウェアは自動的にシステムの電源を再投入します。システムの再起動
時には、最後に保存された、または明示的に設定された Logical Domains構成で起動
します。

要求されたメモリーサイズが割り当てられたメモリーサイズと異
なる場合がある
特定の状況では、Logical Domains Managerは、要求されたメモリー割り当てを 8Kバ
イトまたは 4Mバイトの倍数のいずれかに切り上げます。次の ldm list-domain -lコ
マンドの出力例では、制約値が実際に割り当てられるサイズより小さくなっている
ことがわかります。
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Memory:

Constraints: 1965 M

raddr paddr5 size

0x1000000 0x291000000 1968M

論理ドメイン変数の持続性
ドメイン化が有効になっていると、変数の更新は再起動の場合には保持されます
が、電源を再投入した場合には、制御ドメインのOpenBootファームウェアから開始
されるか、変数の更新後に SCに構成が保存されていないかぎり保持されません。

ここでは、次のような制御ドメインの再起動によって、システムの電源の再投入が
開始される可能性があることに注意することが重要です。

■ バインドされているゲストドメインが存在せず、遅延再構成が進行中でない場合
に制御ドメインが再起動すると、SCはシステムの電源を再投入します。

■ バインドされているゲストドメインまたはアクティブなゲストドメインが存在す
る場合 (または制御ドメインで遅延再構成が進行中の場合)に制御ドメインが再起
動すると、SCはシステムの電源を再投入しません。

ドメインの LDom変数は、次のいずれかの方法で指定できます。

■ OpenBootプロンプトを使用する
■ Solaris OSの eeprom(1M)コマンドを使用する
■ Logical Domains Manager CLI (ldm)を使用する
■ システムコントローラ (SC)から bootmodeコマンドを使用して変更する。これ
は、限定的な方法で、factory-default構成の場合のみで、かつ特定の変数しか変
更できません。

これらいずれかの方法で更新された変数がドメインを再起動しても必ず保持される
ようにすることが目標です。また、更新された変数がこのあと SCに保存されたすべ
ての論理ドメイン構成に必ず反映されるようにします。
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LDoms 1.2ソフトウェアでは、更新された変数が期待どおりに保持されない場合がい
くつかあります。

■ ドメイン化が有効になっていると、どの方法で変数を更新した場合でも、変数は
そのドメインを再起動しても保持されます。ただし、システムの電源を再投入す
ると、新しい論理ドメイン構成が SCに保存されていないかぎり、更新された変
数は保持されません。変数を更新する方法としては、OpenBootファーム
ウェア、eepromコマンド、および ldmコマンドを使用できます。ドメイン化
は、UltraSPARC T1000およびT2000システムが factory-default構成で動作して
いる場合を除き、デフォルトで有効になっています。また、制御ドメインで
は、OpenBootファームウェアを使用した変数の更新は、システムの電源を再投入
しても、つまり、あとで新しい論理ドメイン構成を SCに保存しなくても保持さ
れます。

■ ドメイン化が有効になっていない場合、eeprom(1M)コマンドで指定された変数の
更新は、primaryドメインを同じ factory-default構成で再起動した場合には保持さ
れますが、SCに保存された構成で再起動した場合は保持されません。逆に、この
場合は、Logical Domains Managerで指定された変数の更新は再起動すると保持さ
れませんが、SCに保存された構成には反映されます。
そのため、ドメイン化が有効になっていない場合に、同じ factory-default構成で再
起動しても変数の更新が保持されるようにするには、eepromコマンドを使用しま
す。変数の更新を、SCに新しく保存される論理ドメイン構成の一部として保存す
る場合は、適切な Logical Domains Managerコマンドを使用します。

■ あらゆる場合において、Logical Domains Managerで生成された構成から
factory-default構成に戻すと、すべての LDoms変数はデフォルト値に戻ります。

これらの問題を解決するために、バグ ID 6520041、6540368、6540937、および
6590259が報告されています。

Sun SNMP Management Agentは複数ドメインをサポートしない
Sun Simple Management Network Protocol (SNMP) Management Agentは複数ドメインを
サポートしません。単一のグローバルドメインのみをサポートします。

特定のシステムで LDomsが有効になっていると、sysfwdownload

ユーティリティーの実行時間が大幅に長くなる
UltraSPARC T1プロセッサに基づくシステムで sysfwdownloadユーティリティーを
Logical Domains環境内から実行すると、実行時間が大幅に長くなります。LDomsソ
フトウェアが有効な状態で sysfwdownloadユーティリティーを使用すると、この状況
が発生します。

回避方法:このユーティリティーを使用する前に、LDomsソフトウェアを無効にした
状態で factory-default構成で起動してください。
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コンテナ、プロセッサセット、およびプールはCPU Power
Managementと互換性がない
CPUの動的再構成 (DR)を使用した仮想CPUの電源切断は、プロセッサセット、資
源プール、またはゾーンの専用CPU機能とともに機能しません。

CPU Power Managementをエラスティックモードで使用している場合、Solaris OSのゲ
ストは電源が入っているドメインに割り当てられたCPUのみを確認できます。つま
り、現在電源が管理されているCPUの数に応じて、psrinfo(1M)コマンドの出力が
動的に変わります。これが原因で、プロセッサセットとプールで問題が発生しま
す。プロセッサセットとプールではそれらのセットへの割り当てが可能になるよう
に実際のCPU IDを静的にする必要があります。また、ゾーンの専用CPU機能に影
響を及ぼす場合もあります。

回避方法: Power Managementポリシーをパフォーマンスモードに設定します。

いずれかのドメインが移行状態の場合にCPU Power Management
が実行されない
ドメインは、起動中、停止中、okプロンプトの表示中、またはカーネルデバッガの
実行中は移行状態になります。ゲストドメインが移行状態かどうかを判断するに
は、ldm listコマンドを使用します。このコマンドの出力で、移行状態のすべての
ドメインに tフラグが表示されます。その他のドメインでCPU Power Managementを
有効にするには、移行状態のゲストドメインを起動するか、または ldm stopコマン
ドを使用してゲストドメインを停止します。

Fault Management (障害管理アーキテクチャー)
FMAおよびCPUの電源管理に関して、いくつかの問題があります。エラスティック
モードで動作中のCPUに障害が発生した場合、障害が発生したCPUが回復するまで
パフォーマンスモードに切り替えてください。障害が発生したすべてのCPUが回復
したら、エラスティックモードを再度使用できます。

障害が発生したリソースの詳細は、OpenSolarisの「Fault Management」Webページ
(http://wikis.sun.com/display/OpenSolarisInfo/Fault+Management)を参照してくだ
さい。

遅延再構成
primaryドメインが遅延再構成状態にある場合、CPUの電源は、primaryドメインが
再起動したあとに管理されます。つまり、primaryドメインが再起動して遅延再構成
状態がクリアされるまで、そのドメインが高負荷で使用されている場合はCPU
Power Managementによって別のCPUが追加でオンラインになることはありません。
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エラスティックモードでのドメインの移行はサポートされていな
い
エラスティックモードのソースマシンまたはターゲットマシンに対するドメインの
移行はサポートされていません。パフォーマンスモードで移行が行われてお
り、Power Managementポリシーがエラスティックモードに設定されている場合、ポ
リシーの切り替えは移行が完了するまで遅延されます。ソースマシンまたは
ターゲットマシンのいずれかがエラスティックモードの場合にドメインの移行を試
みると、migrationコマンドはエラーを返します。

暗号化装置
Power Management機能が動作するには、動的なCPU DRが必要です。そのため、ド
メインに暗号化装置がバインドされる場合は、Integrated Lights Out Management
(ILOM)の Power Management機能を使用しないでください。現在、Solaris OSでの暗
号化DRのサポートでは、ゲストの再起動を行わないCPU DRはサポートされていま
せん。

LDoms 1.2ソフトウェアに影響するバグ
この節では、このバージョンのソフトウェアを使用するときに発生する可能性があ
るバグの概要について説明します。バグの説明は、バグ IDの番号の順に記載されて
います。利用できる回避方法および回復手順がある場合は、これも記載されていま
す。

Logical Domains Managerがディスクパスとネットワークデバイス
の妥当性検査を行わない
バグ ID 6447740: Logical Domains Managerがディスクパスとネットワークデバイスの
妥当性検査を行いません。

ディスクパス

ゲストドメインの構成に含まれているディスクデバイスが存在していないか、その
他の理由により使用できない場合、このディスクは仮想ディスクサーバー (vds)で使
用できません。しかし、Logical Domains Managerは、ドメインのバインド時や起動
時に警告またはエラーを生成しません。

ゲストが起動を試みると、次のようなメッセージがゲストのコンソールに出力され
ます。

WARNING: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0: Timeout

connecting to virtual disk server... retrying
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また、net-dev=プロパティーで指定したネットワークインタフェースが存在しない
か、その他の理由により使用できない場合、仮想スイッチは物理マシンの外部と通
信できなくなります。しかし、Logical Domains Managerは、ドメインのバインド時や
起動時に警告またはエラーを生成しません。

▼ 仮想スイッチの net-devプロパティーが誤って指定されている場
合にその状態から回復する

net-devプロパティーの値を修正して、ldm set-vswコマンドを実行します。

問題となっている仮想スイッチをホストしているドメインを再起動します。

▼ 仮想ディスクサービスデバイスまたはボリュームでエラーが発生
した状態から回復する

エラーが発生したデバイスまたはボリュームにバインドされた仮想ディスクを所有
しているドメインを停止します。

ldm rm-vdsdevコマンドを実行して、エラーが発生した仮想ディスクサービスデバイ
スを削除します。

ldm add-vdsdevコマンドを実行して、ボリュームの物理パスを修正します。

仮想ディスクを所有しているドメインを再起動します。

ネットワークデバイス

ゲストドメインの構成に含まれているディスクデバイスが Logical Domains Manager
以外のソフトウェアで使用されている場合 (たとえば、ディスクデバイスがサービス
ドメインにマウントされている場合)、そのディスクは仮想ディスクサーバー (vds)
で使用できません。しかし、Logical Domains Managerは、ドメインのバインド時また
は起動時に、ディスクが使用中であるという警告を生成しません。

ゲストドメインが起動を試みると、次のようなメッセージがゲストのコンソールに
出力されます。

WARNING: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0: Timeout

connecting to virtual disk server... retrying
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▼ ディスクデバイスがほかのソフトウェアで使用されている場合に
その状態から回復する

ゲストドメインのバインドを解除します。

ディスクデバイスのマウントを解除し、使用可能にします。

ゲストドメインをバインドします。

ドメインを起動します。

同時処理でゲストのOSがハングアップする場合がある
バグ ID 6497796:まれに、boot-deviceなどの Logical Domains変数を eeprom(1M)コマ
ンドを使用してゲストドメイン内から更新するのと同時に、Logical Domains Manager
を使用して同じドメインに対して仮想CPUの追加または削除を行うと、ゲストのOS
がハングアップする場合があります。

回避方法:これらの 2つの操作を同時に実行しないようにします。

回復方法: ldm stop-domainおよび ldm start-domainコマンドを使用して、ゲストOS
を停止してから起動します。

ldm stop-domainコマンドの動作がわかりにくいことがある
バグ ID 6506494: ldm stop-domainコマンドの動作がわかりにくい場合があります。

# ldm stop-domain -f ldom

ドメインにカーネルモジュールデバッガの kmdb(1)プロンプトが表示されている場
合、ldm stop-domainコマンドは失敗し、次のようなエラーが表示されます。

LDom <domain name> stop notification failed

Logical Domainsの実行中にセキュリティーキーを設定できない
バグ ID 6510214: Logical Domains環境では、ickey(1M)コマンドを使用して、Solaris
OS内から広域ネットワーク (WAN)起動キーの設定または削除を行うことはできま
せん。ickey操作はすべて失敗し、次のようなエラーが表示されます。

ickey: setkey: ioctl: I/O error
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また、制御ドメイン以外の論理ドメインでOpenBootファームウェアを使用して設定
されたWAN起動キーは、ドメインを再起動すると記憶されていません。これらのド
メインでは、OpenBootファームウェアで設定したキーは 1回の使用でのみ有効で
す。

Logical Domains Managerが電源の再投入後に変数の変更を保持し
ない
バグ ID 6590259:この問題の概要は、24ページの「論理ドメイン変数の持続性」で説
明しています。

LDomsが有効か無効かに関係なく、NISが有効になっているシス
テムでの server-secure.driverの使用
バグ ID 6533696:ネットワーク情報サービス (NIS)またはNIS+ネームサービスを使用
するように構成されているシステムでは、Solaris Security Toolkitソフトウェアに
server-secure.driverが指定されていると、NISまたはNIS+が外部サーバーに接続
できなくなります。NISまたはNIS+サーバーまたはマップマスターの名前を返す
ypwhich(1)コマンドが、次のようなメッセージを表示して失敗した場合、この問題が
発生していることが考えられます。

Domain atlas some.atlas.name.com not bound on nis-server-1.c

Logical Domains Managerとともに使用する場合の Solaris Security Toolkitの推奨ドライ
バは ldm_control-secure.driverです。NISおよびNIS+はこの推奨ドライバで動作し
ます。

ネームサーバーとしてNISを使用している場合、Solaris Security Toolkitプロファイル
server-secure.driverは使用できません。これは、Solaris OSバグ ID 6557663に
よって、ipnat.confを使用すると IPフィルタでパニックが発生する可能性があるた
めです。ただし、規定の Solaris Security Toolkitドライバである
ldm_control-secure.driverは、NISと互換性があります。

▼ システムをリセットして回復する

システムコントローラからシステムコンソールにログインし、必要に応じて次のよ
うに入力してALOMモードに切り替えます。
# #.

次のコマンドをALOMモードで入力して、システムの電源を切ります。
sc> poweroff
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システムの電源を入れます。
sc> poweron

okプロンプトで次のように入力して、コンソールモードに切り替えます。
sc> console

システムの電源を入れます。
ok boot -s

ファイル /etc/shadowを編集します。

shadowファイルの rootエントリを次のように変更します。
root::6445::::::

システムにログインして、次のいずれかの処理を実行します。

■ ファイル /etc/ipf/ipnat.confを追加します。
■ 次のように、Solaris Security Toolkitを元に戻して、ほかのドライバを指定しま
す。

# /opt/SUNWjass/bin/jass-execute -ui

# /opt/SUNWjass/bin/jass-execute -a ldm_control-secure.driver

論理ドメインのゲストのネットワークパフォーマンスが論理ドメ
イン以外の構成と比べて低い
バグ ID 6486234:仮想ネットワークインフラストラクチャーでは、論理ドメインから
の通信に対して余分なオーバーヘッドが追加されます。仮想ネットワークデバイス
を介して送信されたすべてのパケットは、順に仮想スイッチに渡されます。次
に、仮想スイッチはそのパケットを物理デバイス経由で送信します。パフォーマン
スの低下は、スタック固有のオーバーヘッドにより発生します。

回避方法:使用しているサーバーに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

■ Sun Fire T1000およびT2000サーバーなどのUltraSPARC T1ベースの
サーバーや、Sun SPARC Enterprise T5140およびT5240などの Sun UltraSPARC T2+
ベースのサーバーでは、分割 PCI構成を使用している論理ドメインに物理ネット
ワークカードを割り当てます。詳細は、『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「I/
Oドメインと PCI EXPRESSバス」を参照してください。

■ Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバーなど、Sun UltraSPARC T2ベース
のサーバーでは、ネットワークインタフェースユニット (NIU)を論理ドメインに
割り当てます。
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ホストの電源を再投入すると、論理ドメインの時刻の変更が保持
されない
バグ ID 6590259: ntpdateコマンドなどを使用して、論理ドメインの時刻または日付
を変更すると、この変更はドメインを再起動しても保持されますが、ホストの電源
を再投入した場合は保持されません。

回避方法:時刻の変更を保持するには、時刻が変更された構成を SCに保存して、こ
の構成から起動します。

Logical Domains Managerの動作中に、eeprom(1M)コマンドで
OpenBoot PROM変数を変更できない
バグ ID 6540368:この問題の概要は、24ページの「論理ドメイン変数の持続性」で説
明しています。この問題は制御ドメインにのみ影響します。

Sun Fire T1000サーバーの分割PCI構成では、Emulexベースの
ファイバチャネルホストアダプタがサポートされない
Bug ID 6544004: Emulexベースのファイバチャネルホストアダプタ (Sunパーツ番号
375-3397)を含むゲストドメインを起動しようとすると、okプロンプトに次のような
メッセージが表示されます。

ok> FATAL:system is not bootable, boot command is disabled

回避方法:このアダプタは、Sun Fire T1000サーバーの分割 PCI構成では使用しないで
ください。

SunVTSの起動および停止を複数回実行するとホストコンソール
が使用できなくなる
バグ ID 6549382: SunVTSを複数回起動および停止した場合に、SCの consoleコマンド
を使用して SCコンソールからホストコンソールに切り替えを行うと、コンソールに
次のいずれかのメッセージが繰り返し出力される可能性があります。

Enter #. to return to ALOM.

Warning: Console connection forced into read-only mode

回復方法: resetscコマンドを使用して、SCをリセットします。
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ゲストドメインまたは制御ドメインが停止した場合に仮想ディス
クのタイムアウトが機能しない
バグ ID 6589660:仮想ディスクを使用しているゲストドメインまたは制御ドメインの
いずれかが停止した場合、たとえば、ドメインでカーネルデバッガ (kmdb)が実行さ
れている場合や、send breakを実行してOpenBoot PROMが表示されている場合
は、仮想ディスクのタイムアウトが機能しません。

回避方法:ありません。

パニックおよび再起動のあと、Logical Domains Managerがゲスト
ドメインのリソースをリタイアしない
バグ ID 6591844: CPUまたはメモリーに障害が発生すると、影響を受けるドメインで
パニックが発生し、再起動が行われる場合があります。ドメインの再起動中に、障
害管理アーキテクチャー (FMA)が障害が発生したコンポーネントのリタイアを試み
ると、Logical Domains Managerはドメインと通信できなくなり、リタイアは失敗しま
す。このような場合、fmadm faultyコマンドでは、このリソースは degraded (縮退)と
して表示されます。

回復方法:ドメインの再起動が完了するのを待機してから、次のコマンドを使用して
制御ドメイン上で障害管理デーモン (fmd)を再起動し、FMAによる障害イベントの再
現を強制的に行います。

primary# svcadm restart fmd

DHCPを使用している同一ネットワーク上で、ゲストドメインに
構成された仮想ネットワークが多すぎると、ゲストドメインが応
答しなくなることがある
バグ ID 6603974:動的ホスト構成プロトコル (DHCP)を使用している同一ネット
ワーク上で、ゲストドメインに 5つ以上の仮想ネットワーク (vnet)を構成する
と、ネットワークトラフィックの実行中に、ゲストドメインが最終的に応答しなく
なることがあります。

回避方法: ip_ire_min_bucket_cntおよび ip_ire_max_bucket_cntに大きい値を設定し
ます。たとえば、8つのインタフェースを使用している場合は 32に設定します。

回復方法:問題のゲストドメイン (ldom)に対して、ldm stop-domain ldomコマンドを実
行したあとで、ldm start-domain ldomコマンドを実行します。
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単一ストランドの制御ドメインを強化すると障害管理デーモンが
コアダンプを出力する
バグ ID 6604253: Solaris 10 11/06 OSが動作しており、ストランドが 1つしか設定され
ていない primaryドメインのドライバを強化する場合、primaryドメインを再起動す
るか、障害管理デーモン (fmd)を再起動すると、fmdがコアダンプを出力する場合が
あります。fmdのコアダンプはリソースのクリーンアップ中に行われ、FMA診断に
は影響しません。

回避方法: primaryドメインにいくつかのストランドを追加します。次に例を示しま
す。

# ldm add-vcpu 3 primary

SCまたは SPのリセット後、scadmコマンドがハングアップする
ことがある
バグ ID 6629230: SCリセットのあとに、Solaris 10 11/06 OS以降が動作している制御ド
メイン上で scadmコマンドがハングアップすることがあります。SCのリセット
後、システムは適切に接続を再確立できません。

回避方法:ホストを再起動して、SCとの接続を再確立します。

回復方法:ホストを再起動して、SCとの接続を再確立します。

共通コンソールグループ内で複数ドメインを同時にネットインス
トールすると失敗する
バグ ID 6656033:共通のコンソールグループを持つ Sun SPARC Enterprise T5140および
Sun SPARC Enterprise T5240システムで、複数のゲストドメインを同時にネットイン
ストールすると失敗します。

回避方法:それぞれ固有のコンソールグループを持つゲストドメインでのみネットイ
ンストールを実行してください。この障害は、ネットインストールを行う複数のド
メイン間で共有される、共通のコンソールグループを使用するドメインでのみ発生
します。

prtdiag(1M)コマンドで一部のCPUが表示されない場合がある
バグ ID 6694939:場合によっては、prtdiag(1M)コマンドで一部のCPUが表示されな
いことがあります。

回避方法: CPUの正確な数を確認するには、psrinfo(1M)コマンドを使用してくださ
い。
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ゲストドメインで、スライス2に構築した SVMボリュームを起動
デバイスとして使用すると、JumpStartが失敗する
バグ ID 6687634: Sun Volume Manager (SVM)ボリュームがディスクのブロック 0を含
むディスクスライスの先頭に構築されている場合、SVMはボリュームのブロック 0
への書き込みを禁止して、ディスクのラベルが上書きされないようにします。

ディスクのブロック 0を含むディスクスライスの先頭に構築された SVMボリューム
がフル仮想ディスクとしてエクスポートされると、ゲストドメインはその仮想
ディスクにディスクラベルを書き込めなくなります。このため、このようなディス
ク上には Solaris OSをインストールできなくなります。

回避方法:仮想ディスクとしてエクスポートされた SVMボリュームは、ディスクの
ブロック 0を含むディスクスライスの先頭に構築しないでください。

さらに一般的なガイドラインとして、物理ディスクの最初のブロック (ブロック 0)で
始まるスライスは、直接的にも間接的にも仮想ディスクとしてエクスポートしない
でください。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「ディスクスライスの直接的また
は間接的なエクスポート」を参照してください。

Solaris 10 5/08 OSがサービスドメインにインストールされている
場合に、そのドメインがサービスを提供している任意のゲストド
メインで Solaris 10 8/07 OSのネットワーク起動を試みると、イン
ストールがハングアップすることがある
バグ ID 6705823: Solaris 10 5/08 OSが動作しているサービスドメインによってサービス
が提供されている任意のゲストドメインで、Solaris 10 8/07 OSのネットワーク起動を
試みると、インストール中にゲストドメインでハングアップが発生することがあり
ます。

回避方法: Solaris 10 8/07 OSネットインストールイメージのミニルートにパッチ ID
127111-05を適用します。

暗号化装置を含むDRによる変更は LDoms以前のファームウェア
と互換性がない
バグ ID 6713547:暗号化装置を含む動的再構成 (DR)による変更は、LDomsソフト
ウェアリリース以前のファームウェアと互換性がありません。この問題により、古
いファームウェアが動作しているUltraSPARC T1ベースのシステムでは暗号化ハード
ウェアを使用できません。
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Logical Domains Managerで論理ドメインの停止に15分以上かか
ることがある
バグ ID 6742805: CPUが 1つのみでメモリーが大容量の構成では、ドメインの停止ま
たはメモリーのスクラブに 15分以上かかることがあります。停止の際、ドメインの
CPUはそのドメインが所有するすべてのメモリーをスクラブするために使用されま
す。CPUが 1つのみでメモリーが 512Gバイトのドメインのように不均衡な構成で
は、スクラブの完了までに非常に長い時間がかかる場合があります。スクラブ時間
が長くなると、ドメインの停止にかかる時間も長くなります。

回避方法: 100Gバイトを超える大容量メモリー構成が、少なくとも 1つのコアを持つ
ようにします。これにより、停止時間が短縮されます。

Elara Copperカードを使用するとサービスドメインが再起動時に
ハングアップする
バグ ID 6753219: primaryドメインに仮想スイッチを追加して再起動したあと、Elara
Copperカードが取り付けられている場合には primaryドメインがハングアップしま
す。

回避方法:サービスドメインの /etc/systemファイルに次の行を追加して再起動しま
す。

set vsw:vsw_setup_switching_boot_delay=300000000

LDomsシステムから uadmin 1 0コマンドを実行すると、システム
がOKプロンプトに戻らないことがある
バグ ID 6753683: LDomsシステムのコマンド行から uadmin 1 0コマンドを実行する
と、それ以降のリセットでシステムがOKプロンプトに戻らない場合があります。こ
の誤った動作は、LDoms変数 auto-reboot?が trueに設定されている場合にのみ発生
します。auto-reboot?が falseに設定されている場合は、期待どおりに動作します。

回避方法:代わりに次のコマンドを使用します。

uadmin 2 0

または、常に auto-reboot?を falseに設定して実行するようにします。

移行されたドメインが、すでに起動されているにもかかわらず
Logical Domains Managerに移行状態で表示される
バグ ID 6760933:アクティブな論理ドメインが、起動してから長時間が経過していた
り、ドメイン移行の完了後であるにもかかわらず、「通常」の状態ではなく「移
行」状態として表示されることがあります。この不具合が問題を引き起こすことは
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なく、ドメインは正常に動作しています。設定されているフラグを確認するに
は、ldm list -l -pコマンド出力の flagsフィールドか、ldm listコマンドの FLAGS

フィールドを確認します。このフィールドには、通常の状態の場合は -n----、移行
状態の場合は -t----と表示されます。

回復方法:次回の再起動時に、論理ドメインは正しい状態が表示されるはずです。

マシンがネットワーク接続されていない場合にNISクライアント
が実行されていると、Logical Domains Managerが起動しない
バグ ID 6764613:マシンにネットワークが構成されていない場合にネットワーク情報
サービス (NIS)クライアントが実行されていると、Logical Domains Managerがシステ
ムで起動しません。

回避方法:ネットワークに接続されていないマシンではNISクライアントを無効にし
ます。

# svcadm disable nis/client

新しく構成した仮想ネットワークで仮想スイッチを使用した接続
を確立できない
バグ ID 6765355:新しい仮想ネットワーク (vnet)を論理ドメインに追加したとき
に、まれに、仮想スイッチを使用した接続を確立できないことがあります。この場
合、論理ドメインとの間のネットワーク接続が失われます。このエラーが発生した
場合は、仮想ネットワークインスタンスの /dev/vnetNシンボリックリンクが不足し
ていることが確認できます。リンクが存在し、エラーが起きていない場合、リンク
は次のように対応する /devicesエントリを指します。

/dev/vnetN -> ../devices/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@N:vnetN

回避方法:次のいずれかの手順を実行します。

■ vnetを論理ドメインに追加したときは、必ず論理ドメインの再起動 (boot –r)を実
行します。

■ 論理ドメインがすでに起動されている場合は、vnetを plumbする前に
devfsadm(1M)コマンドを実行します。

kmdbプロンプトが表示されているゲストドメインは移行しない
バグ ID 6766202: CPUが 1つしか構成されていないゲストドメインでカーネルモ
ジュールデバッガの kmdb(1)プロンプトが表示されている場合に、そのドメインを別
のシステムに移行すると、ターゲットシステムで再開したときにゲストドメインで
パニックが発生します。

既知の問題

第 1章 • Logical Domains 1.2リリースノート 37

http://docs.sun.com/doc/816-5166
http://docs.sun.com/doc/816-5165


回避方法:ゲストドメインを移行する前に、kmdbシェルを終了し、::contと入力して
OSの実行を再開します。そのあとで、ゲストドメインを移行します。移行が完了し
たら、コマンド mdb -Kを使用して kmdbを再度実行します。

Solaris 10 5/08以前のOSが動作しているサービスドメインから
Solaris 10 10/08 OSが動作しているゲストドメインに、単一スライ
スの仮想ディスクとしてZFSボリュームをエクスポートできない
バグ ID 6769808: Solaris 10 5/08以前のOSが動作しているサービスドメインから
Solaris 10 10/08 OSが動作しているゲストドメインに、単一スライスのディスクとし
て ZFSボリュームをエクスポートしても、このゲストドメインではその仮想ディス
クを使用できません。仮想ディスクへのアクセスはすべて失敗し、I/Oエラーになり
ます。

回避方法:サービスドメインを Solaris 10 5/09にアップグレードします。

ターゲットに使用可能なメモリーが十分にある場合でも、移行で
メモリーのバインドに失敗することがある
バグ ID 6772089:特定の状況では、移行が失敗し、ソースドメインに必要なメモ
リーをバインドできなかったことが ldmdで報告される場合があります。これ
は、ターゲットマシンで使用可能なメモリーの合計容量がソースドメインで使用さ
れているメモリー容量より多い場合でも発生することがあります。

この障害は、ソースドメインで使用されている特定のメモリー範囲を移行するに
は、ターゲットでもそれに対応するメモリー範囲が使用可能である必要があるため
に発生します。ソースのメモリー範囲に対応するメモリー範囲が見つからない場
合、移行は続行できません。

回復方法:この状況が発生した場合は、ターゲットマシンのメモリー使用量を変更す
ると、ドメインを移行できるようになることがあります。この操作を行うに
は、ターゲットでバインドされている、またはアクティブな論理ドメインのバイン
ドを解除します。

使用可能なメモリーとその使用状況を確認するには、ldm list-devices -a mem コマ
ンドを使用してください。また、別のドメインへのメモリーの割り当て量を減らす
必要があることもあります。

ターゲットの vdsdevのバックエンドが異なっていても移行が失
敗しない
バグ ID 6772120:ターゲットマシンの仮想ディスクが、ソースマシンで使用されてい
る同じディスクのバックエンドを指していない場合、移行されたドメインではその
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ディスクのバックエンドを使用して仮想ディスクにアクセスできません。そのドメ
インの仮想ディスクにアクセスすると、ハングアップする可能性があります。

現在、Logical Domains Managerでは、仮想ディスクのボリューム名がソースマシンと
ターゲットマシンで一致していることのみを確認します。この場合、ディスクの
バックエンドが一致していなくてもエラーメッセージは表示されません。

回避方法:移行されたドメインを受信するようにターゲットドメインを構成する
際、ディスクボリューム (vdsdev)がソースドメインで使用されているディスクの
バックエンドと一致していることを確認します。

回復方法:ターゲットマシンで仮想ディスクデバイスが誤ったディスクのバックエン
ドを指していることがわかった場合は、次のいずれかの処理を実行します。

■ 次の手順を実行します。
■ ドメインを移行してソースマシンに戻します。
■ ターゲットで vdsdevを修正し、正しいディスクのバックエンドを指すように
します。

■ ドメインをターゲットマシンに再度移行します。
■ ターゲットでドメインを停止し、バインドを解除して、vdsdevを修正します。OS
で仮想 I/O動的再構成がサポートされており、誤った仮想ディスクがドメインで
使用中でない場合、つまり起動ディスクではなくマウントが解除されている場合
は、次の手順を実行します。
■ ldm rm-vdiskコマンドを使用してディスクを削除します。
■ vdsdevを修正します。
■ ldm add-vdiskコマンドを使用して仮想ディスクを再度追加します。

制約データベースと保存された構成との同期がとれていない
バグ ID 6773569: ldm set-configコマンドを使用してから電源を再投入する方法
で、ある構成から別の構成に切り替えを行うと、以前の構成で定義されたドメイン
が現在の構成にもアクティブでない状態で存在していることがあります。

これは、Logical Domains Managerの制約データベースが、構成の変更と同期がとれて
いないことが原因です。このようなアクティブでないドメインは、動作している構
成に影響しないため、安全に削除できます。

明示的なコンソールグループおよびポートのバインドが移行され
ない
バグ ID 6781589:移行中、明示的に割り当てられたコンソールグループおよびポート
はすべて無視され、デフォルトのプロパティーを持つコンソールがターゲットドメ
インに作成されます。このコンソールは、コンソールグループとしてターゲットド
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メイン名を使用し、制御ドメインの最初の仮想コンソール端末集配信装置 (vcc)デバ
イスの使用可能ポートを使用して作成されます。デフォルトのグループ名と競合す
る場合、移行は失敗します。

回復方法:移行後に明示的なコンソールプロパティーを復元するには、ターゲットド
メインのバインドを解除し、ldm set-vconsコマンドを使用して目的のプロパ
ティーを手動で設定します。

Sun SPARC Enterprise T5440システムでPCIバスの仮名が正しくな
い
バグ ID 6784945: Sun SPARC Enterprise T5440システムでは、PCIバスの仮名 (ショート
カット名)が正しくありません。

回避方法: Sun SPARC Enterprise T5440システムで PCIバスを構成するには、次のリス
トコマンドの DEVICE列に表示されるとおり、バス名に pci@xxxxという書式を使用す
る必要があります。

■ ldm list -l ldom
■ ldm list -o physio ldom
■ ldm list-devices

複数の仮想スイッチを使用した仮想ネットワークを持つドメイン
の移行を取り消すと、ドメインが再起動されることがある
バグ ID 6787057:複数の仮想スイッチ (vsw)を使用した 2つ以上の仮想ネットワークデ
バイス (vnet)を持つゲストドメインで、進行中の移行を取り消すと、移行中のドメ
インは、OSが動作しているソースマシンで処理を再開するのではなく、再起動され
る場合があります。この問題は、すべての vnetが 1つの vswに接続されている場合
には発生しません。

回避方法:複数の仮想スイッチを使用した 2つ以上の仮想ネットワークを持つドメイ
ンを移行する場合は、処理の開始後に、Ctrl-Cまたは ldm cancel-operationコマンド
を使用してドメインの移行を取り消さないでください。誤ってドメインの移行を行
なった場合は、その移行が完了したあとで、ソースマシンに再度移行して戻すこと
ができます。

VIO DR操作で強制 (-f)オプションが無視される
バグ ID 6703127:仮想入出力 (VIO)動的再構成 (DR)操作で、CLIコマンドの -f (強制)
オプションが無視されます。
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primaryドメイン上で open()の libpiclsnmp:snmp_init()がいつま
でもブロックされる
バグ ID 6736962: Power Managementで、制御ドメインの起動後、LDomsの起動時に
サービスプロセッサからポリシーを取得できないことがあります。CPU Power
Managementでサービスプロセッサから Power Managementポリシーを取得できな
かった場合、LDoms は期待どおりに起動しますが、「Unable to get the initial PM

Policy - timeout」というエラーが LDomsログに記録され、パフォーマンスモード
が保持されます。

/etc/systemに「forceload: drv/ds_snmp」を追加してから、制御ドメインを再起動
してください。

CPU DR操作でまれにデッドロックが発生する
バグ ID 6703958: plumb、unplumbなどのネットワークインタフェース関連の操作と並
行してCPUの動的再構成 (DR)操作を実行すると、まれにデッドロックが発生するこ
とがあります。

回避方法:ネットワークインタフェース関連の操作を避けることで、リスクを最小限
に抑えてください。ドメインの起動中にこのデッドロックが発生する場合、ドメイ
ンを 2つのCPUに設定してから再起動してください。

FMA状態の失敗
バグ ID 6759853: okプロンプトが表示されているドメインで、LDomsログに次のエ
ラーメッセージが断続的に書き込まれることがあります。

fma_cpu_svc_get_p_status: Can’t find fma_cpu_get_p_status routine error

回避方法:対象のドメインを起動します。

ldmconfig実行時に、制御ドメインのルートファイルシステムが
いっぱいになってシステムが停止する場合がある
バグ ID 6848114: ldmconfigは、作成されたドメイン用の仮想ディスクの格納に必要
な容量が十分にあるファイルシステムを持たないシステムに対して実行できま
す。この場合、エラーメッセージが発生します。□しかし、ldmconfigによって、構
成を配備するために /ldoms/disks内のディスクを使用し続けることができます。そ
の結果、制御ドメインのルートファイルシステムがいっぱいになってシステムが停
止する場合があります。

回避方法:次の手順を実行します。

1. qまたはCtrl-Cを入力して·Configuration Assistantを終了します。
2. 適切な容量のファイルシステムを追加します。
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3. ldmconfigコマンドを再実行します。

ゲストドメインが制御ドメインに対して不適切なドメインサービ
ス接続を行う場合がある
バグ ID 6839787: Solaris 10 10/08 OS以降を実行するゲストドメインが、Solaris 10 5/09
OSを実行する制御ドメインに対して適切なドメインサービス接続を行わない場合が
あります。

ドメインサービス接続により、動的再構成 (DR)、FMA、Power Management (PM)な
どの機能が有効になります。この問題はゲストドメインの起動時に発生するた
め、通常はゲストドメインを再起動することで解決します。

回避方法:ゲストドメインを再起動します。

ドメインサービスの無効な処理についての見せかけの警告
メッセージがコンソールに出力される
バグ ID 6815015:このメッセージは無視できます。

ldm:自動保存機能で破損した構成を識別してダウンロードできな
い
バグ ID 6840800:他の方法では使用可能な、壊れたか破損した自動保存構成をダウン
ロードできません。

回避方法:破損していない別の自動保存構成または別の SP構成を使用します。

保留中の遅延再構成処理を取り消しても構成に対して行った変更
が破棄されない
バグ ID 6839685:構成に対して行った変更を破棄するために保留中の遅延再構成処理
を取り消しても、現在の自動保存構成で変更が保持されます。

回避方法:構成に対して遅延再構成処理を開始する前に、現在の構成 config-nameの既
存の自動保存データを保存します。

# cd /

# tar -cvf autosave.config-name.tar var/opt/SUNWldm/autosave-config-name

遅延再構成処理を取り消したあと、保存した構成の自動保存データを復元します。

# cd /

# rm -rf var/opt/SUNWldm/autosave-config-name
# tar -xvf autosave.config-name.tar
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構成の自動回復: ldm add-config -r oldcfg newcfgで oldcfgが以前の
状態で保持されない
バグ ID 6846468:現在、oldcfg自動保存構成は削除され、newcfgは next poweron構成に
設定されます。oldcfgを currentまたは next poweronとしてマークしていた場合、そ
れ以降の構成の変更により、oldcfgの自動保存構成が作成または更新されます。期待
される動作は、oldcfgの自動保存構成は変更されずに保持され、newcfgの自動保存構
成が作成されるという状態です。また、oldcfgが currentまたは next poweron構成の
場合、このコマンドを使用したあとでもそのままの状態であることが期待されま
す。

Unable to bind memory; limit of 31 segments reached

バグ ID 6841421:特定のメモリー構成では、ゲストドメインの作成が失敗し、次のエ
ラーメッセージが表示されます。

Unable to bind memory; limit of 31 segments reached

複数のメモリーセグメントは、さまざまなCMPプロセッサでメモリーの量が異なる
場合に常に発生する一般的な状態です。しかし、現在の Logical Domains Managerの
各バージョンは、それぞれのゲストドメインで最大 31のメモリーセグメントしかサ
ポートできません。

回避方法:この状態は、次の状況で発生することがあります。

■ ケース 1 –システムファームウェアが、1つまたは複数の FB-DIMMに障害が発生
したと判断した。

システムファームウェアが FB-DIMMをオフラインにした場合は、ただちに交換
する必要があります。

無効になっている FB-DIMMモジュールを確認するには、ALOM互換シェルで次
のコマンドを入力してください。

sc> showcomponent

出力の最後に、無効になっている FB-DIMMが一覧表示されます。
■ ケース 2 –他のプロセッサよりもメモリーの量が大幅に多い 1つまたは複数の

CMPプロセッサがある。
それぞれのプロセッサで FB-DIMMの合計数と種類がなるべく等しくなるよう
に、CMPプロセッサ間で FB-DIMMを再割り当てしてください。

■ ケース 3 –使用しているシステムがT5440で、CMPモジュールが 3つあるか、モ
ジュールが 2つでCMP0とCMP1以外の場所にある。
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4つのCMPモジュールにアップグレードするか、2つのCMPモジュールを移動し
てスロットCMP0およびCMP1に配置することを検討してください。CMPモ
ジュールをアップグレードまたは再配置したあとで、『Sun SPARC Enterprise
T5440サーバプロダクトノート』の「ノードの再構成」の指示に従ってくださ
い。このマニュアルは、docs.sun.comの Sun SPARC Enterprise T5440 Server
Documentation collectionにあります。

rm-io操作のあとに複数回の set-vcpu操作を行うと ldmdがコアダ
ンプを出力する
バグ ID 6697096:特定の状況で ldm rm-io操作のあとに複数回の ldm set-vcpu操作を
行うと、ldmdが異常終了して SMFによって再起動されることがあります。

回避方法:ドメインで ldm rm-io操作を実行したあとで ldm set-vcpu操作を試みる場
合は注意してください。1回目の ldm set-vcpu操作は成功しますが、特定の状況下で
2回目の ldm set-vcpu操作を実行すると、ldmdデーモンがコアダンプを出力する場
合があります。代わりに、2回目の set-vcpu操作を試みる前にドメインを再起動し
ます。

移行中に別のドメインを再起動すると、ドメインでCPUが失われ
ることがある
バグ ID 6775847:ドメイン移行中にターゲットシステムで別のドメインを再起動する
と、一定期間、システムでハングアップが発生したり、VCPUが 1つだけになる場合
があります。

このとき、ldm startおよび ldmm stop操作の実行は防止されます。しかし、ゲスト
ドメインで実行されている Solaris OSインスタンスでの rebootまたは initコマンド
の実行は防止できません。

回避方法:マシンへの移行が進行している間、ターゲットシステムのドメインを再起
動しないでください。

回復方法:この問題の症状が検出された場合は、ターゲットシステムで移行されたド
メインを停止して再起動します。

仮想ネットワークのMACアドレスが既存のドメインと競合する
と、移行でターゲットのクリーンアップが実行されない
バグ ID 6779482:移行中のドメインに、ターゲットのMACアドレスと一致するMAC
アドレスを持つ仮想ネットワークデバイスが構成されている場合、適切な処理とし
て移行は失敗します。しかし、同じ名前と構成を持つアクティブでない未処理のド
メインがターゲットに残されます。
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回避方法:ターゲットで ldm destroyを使用し、アクティブでないドメインを手動で
削除します。次に、MACアドレスが一意になるように修正してから、ふたたび移行
を試みます。

移行の予行演習チェックでは、メモリーが不十分であることが検
出されない
バグ ID 6783450:ドメイン移行の予行演習チェック (-n)では、指定したドメインをバ
インドするのに十分な空きメモリーがターゲットシステムにあるかどうかは確認さ
れません。その他のすべての条件が満たされていると、このコマンドでエラーは返
されません。ただし、実際に移行を試みた際には正確にエラーが返されます。

回避方法:ターゲットマシンで ldm list-devices memを実行し、移行するドメインに
対して十分なメモリーが使用可能であることを確認します。

制御ドメインで仮想ネットワークデバイスが適切に作成されない
バグ ID 6836587:仮想ネットワークまたは仮想ディスクデバイスをドメインに追加し
たあと、ifconfigでデバイスが存在しないと表示されることがあります。この状態
は、/devicesエントリが作成されていないために発生することがあります。

この状態は通常操作時には発生しませんが、仮想ネットワークデバイスのインスタ
ンス番号が /etc/path_to_instファイルに示されているインスタンス番号と一致しな
い場合にこのエラーが検出されました。

次に例を示します。

# ifconfig vnet0 plumb

ifconfig: plumb: vnet0: no such interface

仮想デバイスのインスタンス番号は、ldm listの出力内の「DEVICE」列の下に表示
されます。

# ldm list -o network primary

NAME

primary

MAC

00:14:4f:86:6a:64

VSW

NAME MAC NET-DEV DEVICE DEFAULT-VLAN-ID PVID VID MTU MODE

primary-vsw0 00:14:4f:f9:86:f3 nxge0 switch@0 1 1 1500

NETWORK

NAME SERVICE DEVICE MAC MODE PVID VID MTU
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vnet1 primary-vsw0@primary network@0 00:14:4f:f8:76:6d 1 1500

このインスタンス番号 (ここに示す vnetおよび vswの場合は両方とも 0)と
path_to_instファイルのインスタンス番号を比較して、両方の番号が確実に一致す
るようにすることができます。

# egrep ’(vnet|vsw)’ /etc/path_to_inst

"/virtual-devices@100/channel-devices@200/virtual-network-switch@0" 0 "vsw"
"/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0" 0 "vnet"

回避方法:インスタンス番号が一致していない場合、その仮想ネットワークまたは仮
想スイッチデバイスを削除します。次に、idプロパティーを設定することで必要な
インスタンス番号を明示的に指定し、削除した仮想デバイスをふたたび追加しま
す。

/etc/path_to_instファイルを手動で編集することもできます。path_to_inst(4)マ
ニュアルページを参照してください。

注意 –マニュアルページに記載されている「changes should not be made to
/etc/path_to_inst without careful consideration」という警告に注意してください。

構成の自動回復:破損した自動保存構成の警告メッセージの改善
バグ ID 6845614:破損した自動保存構成のほとんどのインスタンスで、Logical
Domains Managerログファイルに次の誤解を招くような警告メッセージが記録されま
す。

warning: Autosave config ’config-name’ missing HV MD

このメッセージが発生する実際の理由は、ゲストドメインまたは制御ドメインに破
損したMDがあるか、有効なMDが存在しないためです。

Logical Domainsドメインサービスモジュールは、64を超える
ポートをサポートする必要がある
バグ ID 6833994:この問題により、60を超えるゲストドメインを作成できません。こ
の制限は、次の Solaris 10 OSのリリース時に解除される予定です。

vntsdを再起動しないかぎり、移行したドメインのコンソールに
接続できない
バグ ID 6757486:ドメインの移行後、そのドメインのコンソールに接続できない場合
があります。

既知の問題

Logical Domains 1.2リリースノート • 2009年 8月46

http://docs.sun.com/doc/816-5174


回避方法: vntsd SMFサービスを再起動し、コンソールに接続できるようにします。

# svcadm restart vntsd

注 –このコマンドは、アクティブなすべてのコンソール接続を切断します。

e1000gからの起動時に I/Oドメインまたはゲストドメインでパ
ニックが発生する
バグ ID 6808832: Sun Fire T5240などのシステムでは、専用 PCI-Eルートコンプレック
スで最大 2つのドメインを構成できます。このようなシステムには、2つの
UltraSPARC T2+ CPUと 2つの I/Oルートコンプレックスが装備されています。

システムの 2つのルートコンプレックスは、pci@500と pci@400です。primaryドメイ
ンには、少なくとも 1つのルートコンプレックスが必ず含まれます。2つめのドメイ
ンは、割り当てまたはバインドされていないルートコンプレックスを使用して構成
できます。

pci@400ファブリック (またはリーフ)には、オンボード e1000gネットワークカード
が備わっています。次の状況では、ドメインでパニックが発生する場合がありま
す。

■ pci@500を含む primaryドメインと pci@400を含む 2つめのドメインでシステムが
構成されている

注 –ブレードの種類によっては、primaryドメイン (システムディスク)がデフォル
トで pci@400バスに構成されています。

■ 2つめのドメインの起動に、pci@400ファブリック上の e1000gデバイスが使用さ
れる

次のネットワークデバイスが primary以外のドメインに構成されている場合、これら
のデバイスを避けてください。

/pci@400/pci@0/pci@c/network@0,1

/pci@400/pci@0/pci@c/network@0

これらの条件に該当する場合、PCI-Eの致命的エラーが発生し、そのドメインでパ
ニックが発生します。

このような構成を避けるか、またはこのような構成を使用している場合は、示され
ているデバイスから起動しないでください。
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ldm stopで大きいドメインに対するタイムアウトの報告が早すぎ
る
バグ ID 6839284:少なくとも 120Gバイトのメモリーを備えた論理ドメインで、ldom

stopまたは ldom stop -fコマンドを実行すると、操作がタイムアウトしたと通知さ
れることがあります。stop操作がタイムアウトしても、バックグラウンドで論理ド
メインの停止処理は続行されます。

回避方法:論理ドメインの停止処理は続行されるため、タイムアウト通知を無視でき
ます。

set-vdiskおよび set-vnet操作によってゲストドメインが遅延再
構成モードに設定される
バグ ID 6852685: Logical Domains 1.2リリースから、遅延再構成処理は制御ドメインだ
けでサポートされます。しかし、Logical Domains Managerは、set-vdiskおよび
set-vnet操作でこの制限を適切に実施しません。これらの操作のいずれかをゲスト
ドメインで実行すると、そのドメインは遅延再構成モードになります。

回避方法: set-vdiskまたは set-vnet操作の結果、ゲストドメインが遅延再構成
モードになった場合は、次の手順を実行します。

1. ldm cancel-operation reconf コマンドを使用して、保留中の遅延再構成を取り消
します。

2. ゲストドメインを停止します。
3. ldm set-vdiskまたは ldm set-vnetコマンドを再実行します。

4. ゲストドメインを起動します。

注 –ドメインがすでに停止したか、遅延再構成モードで再起動された場合、保留中の
構成がコミットされます。遅延再構成処理の使用に関する問題または制限の詳細
は、『Logical Domains (LDoms) 1.1 Release Notes』を参照してください。

システムがPower Managementのエラスティックモードのときに
ゲストドメインが正常に再起動できない場合がある
バグ ID 6853273:システムが Power Managementのエラスティックモードのときにゲス
トドメインを再起動しようとすると、次の警告メッセージが発生して正常に起動で
きない場合があります。

WARNING: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:

Sending packet to LDC, status: -1

WARNING: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:

Can’t send vdisk read request!
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WARNING: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:

Timeout receiving packet from LDC ... retrying

回避方法:このような警告が表示される場合、次の順序でいずれかの回避方法を実行
します。

■ ゲストドメインで ok>プロンプトが表示され、入力が受け付けられる場
合、「reset-all」と入力します。

■ 制御ドメインで ldm stop domain-name コマンドを実行してから、ldm start

domain-nameコマンドを実行します。
■ Power Managementモードをパフォーマンスモードに変更し、影響を受けたゲスト
ドメインを停止してから起動したあとで、エラスティックモードに戻ります。

エラスティックモードでの再起動時に「CPU failed to start」パ
ニックが発生する
バグ ID 6852379:まれに、Power Managementモードがエラスティックモードに設定さ
れている場合に、起動中のドメインで、起動手順の非常に早い段階でパニックが発
生し、次のいずれかのようなメッセージが表示されることがあります。

Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0 File and args:

SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit

Copyright 1983-2009 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Use is subject to license terms.

panic[cpu0]/thread=180e000: cpu1 failed to start (2)

または

Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0 File and args:

SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit

Copyright 1983-2009 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Use is subject to license terms.

panic[cpu0]/thread=180e000: XC SPL ENTER already entered (0x0)

影響:パニックは起動手順の非常に早い段階で発生します。これはアプリケーション
またはファイルシステムの起動前であるため、アプリケーションまたはファイルシ
ステムには影響しません。ドメインは自動的に再起動するはずです。ドメイン
は、CR 6853590のために再起動しない場合があります。50ページの「サービスを初
期化できないとき、OpenBootプロンプトで再起動が停止する」を参照してくださ
い。
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回避方法:ドメインが起動しない場合、次のいずれかを実行します。

■ システムがエラスティックモードのときに、影響を受けたドメインを停止してか
ら起動します。

■ Power Managementモードをエラスティックモードからパフォーマンスモードに変
更し、ドメインを起動してから、システムをエラスティックモードに戻します。

CPU DR操作のあとでドメインが動作しているときに、ldmdでド
メインの状態が transitionと表示される
バグ ID 6816969:起動済みのドメインが移行モードとマークされることがありま
す。移行モードは、Solarisドメインが起動中または停止中のモードです。いずれか
のドメインが移行モードの場合、システムでCPU Power Managementは実行されませ
ん。ドメインが移行モードのままの場合、いずれかのドメインに負荷が加わったと
きにCPU Power Managementは実行されません。

回避方法:エラスティックモードからパフォーマンスモードに切り替えます。エラス
ティックモードに戻る場合は、移行モードのままのドメインを再起動します。

add-vdiskコマンドが失敗したあとに問題が発生する場合がある
バグ ID 6854189:動作中のゲストドメインへの仮想ディスクの追加が失敗した場
合、操作の完了後に、そのゲストドメインで次のようなメッセージが表示されるこ
とがあります。

vdc: NOTICE: [5] Error initialising ports

回避方法:ゲストドメインがこの状態になった場合、その動作中のゲストドメインに
別の仮想ディスクを追加しても、システムにすぐに表示されないことがありま
す。この場合、devfsadmコマンドを実行し、システムで使用可能なデバイスが強制
的に構成され、新しく追加した仮想ディスクが表示されるようにします。

サービスを初期化できないとき、OpenBootプロンプトで再起動
が停止する
バグ ID 6853590:次に示す 1つまたは複数のメッセージがコンソールに表示されたあ
と、論理ドメインの再起動処理がOpenBootプロンプトで停止することがあります。

NOTICE: Unable to complete Domain Service protocol version handshake

WARNING: Unable to connect to Domain Service providers

WARNING: Unable to get LDOM Variable Updates

WARNING: Unable to update LDOM Variable

回避方法: OpenBootプロンプトで、ドメインを手動で起動します。
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いくつのドメインが起動中の場合、ldmコマンドの応答が遅くな
る
バグ ID 6855079:いくつかのドメインが起動中の場合、ldmコマンドの応答が遅くな
ることがあります。この段階で ldmコマンドを実行すると、コマンドがハング
アップしているように見える場合があります。ldmコマンドは、期待どおりのタスク
を実行したあとで戻されます。コマンドが戻されたら、システムは通常どおり ldm

コマンドに応答するはずです。

回避方法:多くのドメインを同時に起動することを避けてください。ただし、いくつ
かのドメインを同時に起動する必要がある場合、システムが通常の状態に戻るまで
新しい ldmコマンドを実行しないようにします。たとえば、Sun SPARC Enterprise
T5140およびT5240サーバーでは約 2分間、Sun SPARC Enterprise T5440サーバーまた
はNetra T5440サーバーでは約 4分間待機します。

制御ドメインまたはゲストドメインの再起動時に見せかけ
の「dl_ldc_cb: LDC READ event」メッセージが発生する
バグ ID 6846889:制御ドメインまたはゲストドメインの再起動時に、再起動中の制御
ドメインおよびゲストドメインのログに、次の警告メッセージが記録される場合が
あります。

WARNING: ds@0: ds_ldc_cb: LDC READ event while port not up

回避方法:このメッセージは無視できます。

Logical Domains 1.1から Logical Domains 1.2にアップグレードした
あとで ldm list -lを実行すると ldmdがコアダンプを出力する
バグ ID 6855534:制御ドメインのOSイメージを以前のリリースの Logical Domainsか
らアップグレードする場合、制御ドメインで制約データベースファイルを必ず保持
してください。『Logical Domains 1.2管理ガイド』の「Logical Domainsの制約データ
ベースファイルの保存および復元」を参照してください。

制約データベースを保持できなかった場合、実行中の構成と一致しない制約データ
ベースを制御ドメインに移入しないでください。このような不一致がある場合、次
に示すように、ldm list -lコマンドを実行すると、Logical Domains Managerが異常
終了することがあります。

primary# ldm list -l ldg0

Invalid response

primary#
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回避方法:回復するには、アップグレードされた制御ドメインで既存のすべての制約
データベースファイルを削除します。次に、svcadm restart ldmd コマンドを使用
し、Logical Domains Managerを再起動して通常操作を再開します。

UltraSPARC T2およびUltraSPARC T2 Plusベースのシステム:新しい
CPUを追加するときにドメインでパニックが発生する場合がある
バグ ID 6837313:まれに、UltraSPARC T2およびUltraSPARC T2 Plusベースのシステム
で新しいCPUをドメインに追加すると、そのドメインでパニックが発生する場合が
あります。このパニックは、PCIバスを追加または削除したあとでCPUを追加する
場合によく発生します。

影響:ドメインのパニックが発生すると、スタックトレースが出力されます。このス
タックトレースには n2rngドライバへの参照が含まれる場合があります。

回避方法:この問題は、n2rngドライバが統計情報を格納する構造を初期化すると発
生します。次に示すように、n2rngドライバで統計情報の生成を無効にすること
で、この問題を防ぐことができます。

■ /platform/sun4v/kernel/drv/n2rng.confファイルを編集し、次の行を追加しま
す。

nostats=1;

■ 次のコマンドを実行し、n2rngドライバを更新します。

# update_drv n2rng

ドキュメントの訂正
この節では、LDoms 1.2のリリース後に見つかったドキュメントの誤りを示します。

I/Oバステーブルでパラメータ名が誤っている
バグ ID 6843196:『Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1管理ガイド』の 31ページ
の「I/Oバステーブル (IOBusTable)」に、誤ったパラメータ名が記載されています。

IOBusDevNameは IOBusName、IOBusDevPathは IOBusPathとなるべきです。
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解決済みの問題
この節では、前回の LDomsソフトウェアリリース以降に修正されたバグのリストを
示します。

Solaris 10 5/09で修正された LDoms 1.2の改善要求
(RFE)およびバグ
LDomsの次の改善要求 (RFE)およびバグは、Solaris 10 5/09リリースでは修正されて
います。

Solaris、OpenSolaris、および LDomsリリースに関連するRFEおよびバグ
は、OpenSolaris Bug Databaseで追跡できます。

6520529 vnetおよび vswがジャンボフレームをサポートしていない

6640564 vdsがディスクイメージ入出力を直列化する

6661097 VDC/VDSレイヤーに残された入出力によってハングアップが発生する

6683084 パフォーマンス向上のために、VIOドライバは直接マップされた共有メ
モリーの dリング記述子を使用する必要がある

6684721 ファイルに関連付けられた仮想入出力の同期がとれている必要がある

6689118 ユーザープログラムAPI用の LDomsドメインサービスの拡張

6699271 動的な仮想ディスクサイズ管理

6705190 vdiskに対する uscsicmdによってセンスバッファーがオーバーフローする
場合がある

6706462 マップ表の割り当て時に ldc_mem_bind_handleで競合状態が発生する

6713511 デバッグを有効にした場合に vgen_mdeg_cbでパニックが発生する

6716365 ldiインタフェースを使用してボリューム上のディスクイメージをエクス
ポートできない

6721814 ipmitoolと同時に使用すると eepromコマンドが失敗する

6723311 LDCの dリング取得/解放呼び出し時以外に、vdsがインポートされた d
リングにアクセスする

6724714 ldc_mem_unbind_handleが、無効なページサイズコードを page_get_shift()
に渡す

6727442 mdb -Kが LDoms (sun4v)システムで開始されるとパニックが発生する

6730104 vsw_dispatch_ctrl_taskでの vswのメモリーリーク
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6734615 論理ドメインの作成時に不正な EFIシグネチャのメッセージが出力され
る

6742587 vdsが要求に 2回肯定応答する場合がある

6743338 正しくない相互排他によって primaryドメインで再現性のあるパニックが
発生する

6746039 リソースグループのプライマリノードであるクラスタノードがパニック
フォールトインジェクション時にハングアップする

6746533 pvidを設定すると、hybridIOが有効な vnetでパケットのタグ付けやタグ
削除が行われないことがある

6747464 NIU HybridIOが割り当ておよびトラフィックを反映するために統計を必
要とする

6747687 Bakota DVDドライブがDVDとしてエクスポートされない

6752654 ファイルベースのバックエンドでネットワークインストールが失敗する

6753257 niumxは登録されたすべての中断を再分配しない

6753387 制御ドメインを再起動して両方のルートドメインでパニックを発生させ
ると、ereportがルートドメインに送信されない

6753970 libdsによって fmd etmモジュールのメモリーが破損する

6756916 vldsドライバは動作が不適切なクライアントを制限しない

6756919 usr/src/Makefile.lintで libdsエントリが不足している

6756939 パニック:サービスドメインが停止した場合、2つのハイブリッド vnetを
備えたゲストで回復不可能なハードウェアエラーが発生する

6757571 nullポインタが設定されたMACアドレスを vsw_set_addrsに設定する
と、primaryドメインでパニックが発生する

6757931 Hitachi HDLMによるマルチパス化を使用した場合、ディスクが正しくエ
クスポートされない

6758609 vnetと ddsコードの間でデッドロックが発生する場合がある

6770256 ドメインサービスのループバックが機能しない

6770263 ドメインサービスのクライアントサービスの登録要求で強制的に再登録
されてしまう

6770266 仮想ドメインサービスが FWARC/2008/563および FWARC/2008/696を実
装しない

6774915 vdc_recvでスレッドが停止してCPU Solarisの負荷テストがハングアップ
する
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6782312 NIU hio kstatsの設定で vnetの vres_listに残っている vresを解放できる

LDoms 1.2ソフトウェアで修正されたRFEおよび
バグ
LDoms 1.2の次のRFEおよびバグは、LDoms 1.2ソフトウェアリリースでは修正され
ています。

6449465 P2Vツールおよびマニュアルページを追加する

6599336 制御ドメインで障害が発生した場合にゲストドメインを停止するオプ
ションを追加する

6653751 制御ドメイン外部で PRIを使用できる

6672996 ldm: GMからのページリタイアおよびCPUオフライン要求を受け入れる
必要がある

6719778 HV MDでCPU->RNGの関連付けのハードウェアトポロジを削除する

6726429 ユーザープログラムAPI用の LDomsドメインサービスの拡張

6735533 ldm:ジャンボフレームのサポートを追加する

6736848 fma-io-domain-serviceを再度有効にする

6741160 LDoms構成の自動回復を追加する

6742039 LDoms検出プロトコル

6745264 ldm:ドメイン、VIO、および変数の名前の最大サイズ制限を実施する

6753910 複数のゲストへの仮想ディスクサーバーデバイスのエクスポートのサ
ポートを追加する

6756499 Supernovaで ldmdがMAUコマンドを正しく処理しない

6758934 分割 PCIバス構成で仮想スイッチを構成する場合の Ethernetポート名の
問題

6774675 ゲストドメインで仮想ディスクDR操作を行う場合に、drdの無効化/有
効化のあと、LDCチャネルエラーが発生して操作が失敗する

6780653 オプションが指定されていないデフォルトの状態から、ro、excl、sliceな
どの任意のオプションを指定しても set-vdsdevが機能しない

6782782 ldm: CTF (Compact ANSI-C Type Format)のサポートを追加する

6784661 vdpccとバインドされたゲストドメインで、ldmdが遅延再構成処理でコ
アダンプを出力する
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6785709 node0がない構成で起動すると ldmが致命的エラーを受け取る

6785727 移行処理または再構成処理を取り消すXML動作コマンドを追加する

6785870 メモリーが少ないゲストで、VIODR操作によってMACアドレスが重複
した仮想ネットワークが作成される

6788040 接続が拒否された失敗に対しても ldmがステータス 0を返す

6788050 spconfigのタグ付け実装に del-reconf/reboot操作を含める必要がある

6788088 10を超えるドメインでも複数ドメインのXMLファイルを使用できない:
「Unexpected response message type」が生成される

6788642 HV MDバージョンの確認にメジャーバージョン番号を含める必要がある

6788643 HV MDのバージョン情報が誤って報告される

6788645 デフォルトで ldmdサービスを有効にする

6790996 構成モードをサポートする変更を削除する

6792067 制御ドメインへの遅延再構成処理を制限する

6793805 dly_reconfモードで set-vcc port-rangeの実行中に ldmdがコアダンプを出力
する

6801241 LDoms XMLイベントスキーマプロパティーを追加する

6801884 仮想ディスクを削除すると、ゲストドメインの残りのディスクのパスが
変更される場合がある

6802975 XMLでの仮想ネットワークの追加および設定で追加プロパティーの処理
が不適切である

6814447 PMエンジンで start-domain中にCPUのDRが禁止されていない

6815446 XMLに仮想スイッチデバイスの情報を含める必要がある

6816058 バインドされた仮想ネットワークと仮想ディスクに対してXMLデバイス
のプロパティーが必要である

6818034 XMPPサーバーが、同じドキュメントの複数の LDM_interfaceを適切に解
析しない

6818512 必要なリソースプロパティーに空のタグを設定することを禁止する

6819932 仮想スイッチのVIDが 3桁に切り捨てられる

6823178 /opt/SUNWldm/binではなく /var/opt/SUNWldmに server.{key | cert}を作成
する

6824359 ldmと ldm.1mを標準パスに移動する

6838477 OpenSolarisドックに統合されるようにパッケージを修正する
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6842475 snv_113で reboot.pyテストの実行中に pri_svc segvが失敗する

6844104 同一パスの仮想ディスクサーバーデバイスエラーメッセージを適切に整
形する必要がある

6844592 READ-ONLY状態の同一パスの仮想ディスクサーバーデバイスボ
リュームをREAD-WRITEアクセスに変換できない

6846015 add-vcpuの実行中に PMから返される FMAエラーにより、クリーン
アップが不完全となる場合がある

6847111 ldmconfig:「primary」だけを設定するユーザーのために 0個の LDomsの
作成を許可する必要がある

6847792 libumemによるデバッグを有効にして ldm rm-domainを実行する
と、ldmdがコアダンプを出力する

6850844 MDの破壊によってゲストドメインでパニックが発生する

6852281 複数ドメインシステムおよび単一ドメインシステムで ldm lsがハング
アップする

6853202 エラスティックモードでゲストドメインを再起動すると、ウォッチ
ドッグのためにハングアップする

6853212 OBPがMDで特定のドメインサービスポートの順序を前提としている

6853366 ポートのスタックハイが LDoms 1.1パッチゲートから LDoms 1.2ゲートに
修正

6853627 ドメインの起動後および起動中に ldmコマンドで出力の報告に長時間か
かる
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